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はじめに

　親子関係は最も身近な課題であり、当事者
にとっては悩ましい課題である。しかし、人
間福祉をテーマに考察していくと支援者であ
る自身の課題に向き合うことが現実問題とし
て度々登場する。筆者自身も同様であった。
ここでは世代間連鎖について考察し、更に連
鎖を断ち本来の自己実現に挑戦する前向きな
意識について模索したい。

第一章　特定の養育者について　

1 ．社会的養護
　社会的養護は子どもの自立支援を目的とし

て、施設養護と家庭的養護（里親等は家庭養
護と呼称する）がある。里親の種類には養育
里親（専門里親）・親族里親・養子縁組を前
提とする里親がある。養育者は子どもの最善
の利益を考慮し子どもに寄り添い共に成長し
ていくことが大切で、それが子どもに良い影
響を与える。
　また、1950年代ホスピタリズム論争の中
で、特定の養育者との愛着関係が子どもの養
育にとって最も重要であると唱えたボウル
ビィの愛着理論は、社会的養護に携わる者に
力を与えてくれるものである。
　ボウルビィの愛着理論は、愛着とは、食事
や生殖と同じくらい生存に必要な生物学的衝
動であり、また乳幼児期のみならず生涯を通
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して私たちの行動を形作るものだと述べてい
る。この事実は、精神療法にきわめて重大な
影響を及ぼすものと言える⑴と、養育者との
関係性について記述している。また、養育者
との関係では、不安感情の調整で子どもは自
分の感情を自分で調整することはできず、養
育者との関係を通して発達的に感情を知り調
整する能力を獲得していく⑵とし、養育者に
気持ちを落ち着かせてもらった経験の積み重
ねが感情調整能力の発達や本当に必要な時に
助けを期待出来ることにつなげる⑶、として
いる。逆にいうとすぐに切れて暴力的になっ
たり、必要以上に不安に圧倒されたりする状
態は、感情を調整する力の問題でありアタッ
チメントの問題が背景に考えられる⑷。ので
ある。こうしたことは施設養護に従事した経
験を持つ筆者も度々体験している。 

2 ．マズローのヒューマンニーズの階層
　マズローが述べているように、人間には生
理的欲求、安全の欲求、所属と愛、承認の欲
求、自己実現の欲求の 5 つの基本的階層があ
る。しかし、個人は統合され、組織化された
全体であり、一つの行為、あるいは意識的願
望が唯一の動機づけしかもたない、というこ
とは普通にはありえない。言い替えれば、一
部分ではなく全体として人間が動機づけられ
る⑸。人間は、人類に普遍で、発生的あるい
は本能的起源をもつ無数の基本的欲求によっ
て動機づけられている。これがマズロー独特
の理論的見解における基本的概念である。欲
求は、また単に身体的なものではなく、むし
ろ精神的なものである⑹。愛などのような複
雑な欲求に関しては確かに真実を示している
⑺。今回の本事例の中心テーマは、心の充足
であり、所属と愛から承認の欲求を強く求め
ている。
　生理的欲求は、人間のすべての欲求の中で

最も基礎的で強力であり、はっきりしている
のは、生命維持に関する欲求であるというこ
とである。すなわち、食物、飲物、保護、性、
睡眠、酸素への要求である。
たとえば、食物、自己承認、愛などを欠いて
いる人間は、まず第一に食べ物を要求し、こ
の欲求が満たされるまでは他の一切の欲求は
無視されるか、あるいは背後に追いやられて
しまうであろう⑻。不良行為等をした児童を
対象とする児童自立支援施設では食事指導に
重点をおき、とりわけ、腹一杯食べることに
よる満足感には留意している。これは石井十
次の岡山孤児院での実践十二則の一つ「満腹
主義」に通じるものである。また、心の満た
されていない者はいくら食べても満腹感が得
られない。満腹することで安心感を得ようと
するからである。安全の欲求は、生理的欲求
が、十分に満足されると現れ、子どもはその
次の段階として安心し安定する。反対にこれ
らの要素がないと子どもは不安を感じ、安定
感を失ってしまう⑼のである。
　生理的欲求と安全の欲求が満たされると、
次は愛・所属の欲求が現れる。ところが人間
は、他の人々との愛着関係、言い替えれば自
分のいる集団の中で一つの位置を占めること
を渇望するのが普通である。マズローのいう
愛とは二人の人間が、信頼で結ばれ、健康な、
愛情に溢れた関係を言っているのである。良
い人間関係には不安もなく、また防御もない
ものである⑽、これらを通して考えてみると、
乳幼児のかかわりの重要さが理解される。
　承認の欲求では、十分な自己肯定感をもっ
ている人間は、自信があり、有能で、生産的
であるといえる。ところが自己承認が不十分
であると、人間は劣等感や無力感を抱くこと
になり、結果、絶望したり、神経症的な行動
を起こしたりする⑾ことがある。
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3 ．育ちに合った対応の必要性
　2010（平成22）年の児童相談所の虐待相談
対応件数は、 5 万5152件あり、件数は年々増
加している。このことからも、子どもがおか
れている現実の厳しい状況が伺える。
　その中身をみると実母による身体的虐待・
ネグレクトが多い。これは実母が子育て支援
を求めている姿であると読み替えることが出
来る。私たちは若い母親による乳幼児虐待が
何を意味するのか、真剣に考えなければなら
ない。2010年、大阪市の若い母親が 2 児を放
置し餓死させた事件では懲役30年の地裁判決
が、2012年 3 月16日にあった（上告2012年 3
月28日　朝日新聞）ことについて（京都新聞
3 月17日付）立命館大学の野田正人教授が

「幼児期に満たされない思いで過ごした人は、
SOS も出さずに無理にでも自らの手で子育
てしようとする傾向がある」と指摘した。こ
のように支援が必要な人が支援を求めない現
実が見られるのである。アウトリーチ（訪問
支援）が求められる所以である。
　新保育所指針（2008年 3 月28日告示　2009
年 4 月 1 日施行）では、子どもと家族、地域
の子育てを応援するという考えを強く打ち出
した。その背景には子どものおかれているこ
うした厳しい状況がある。
　国は社会的養護の中で、里親制度とファミ
リーホーム（小規模住居型児童養育事業）を
家庭的養護から家庭養護と呼称するとしてい
る。家庭的養護は地域小規模児童養護施設、
小規模グループケアの分園型、本体施設での
小規模グループケアとなる（福祉新聞2011年
01月23日）。一方、里親制度は欧米においては、
一般化したシステムであるが、日本の社会で
は生活スタイルや住環境の問題等があって
か、なかなか難しい課題であり、里親のグルー
プホームも同様にこれからの課題である。里
父・里母が一つの職業として社会的養護の一

端を担うシステムづくりは福祉の積極性を考
えると当然、必要であり、今後日本において
児童福祉の大きな課題といえる。さらにアメ
リカの里親事情⑿を見ると子ども福祉に携わ
る者には、「生きる知恵」と「福祉の心」が
求められていることが分かる。アメリカの里
親の積極的なかかわりには学ぶものが多い。
　社会的養護とは単に子どもを保護している
わけではなく、養育者とのかかわりを求めて
いる。重要なのは「誰が」より「どうかかわ
るか」、すなわち養育・保育の質であり、子
どもをよくみて理解し、それに応答的にかか
わることであり、それが子どもの積極的に生
きる意欲と力を触発しその育ちを活性化させ
る。この養育の質こそが子どもとかかわる特
定の養育者に求められる条件⒀なのである。
　本事例では 3 歳という年齢で養子縁組によ
り安全・安心の欲求、所属と愛を失い結果と
して自己肯定感が不充足なままに育ったのが
始まりといえる。この事例を通して特定の養
育者の子育てについて考察する。
　これは世代間連鎖を内包している事例であ
る。
　特定の養育者にとっても養子との信頼関係
を構築するのに一定の年齢からかかわること
の困難さがあり、本事例では養親とのかかわ
りは 3 歳から始まった。
　またこの事例は内容の一部を変更している
こと。さらに、日本の古い生活習慣が残る戦
前から戦後の高度経済成長期というの時代背
景も意識しなければならないことを記してお
きたい。

第二章　事例を通しての家族関係の考察

1 ．次男の養子縁組
　これは昭和 6 年次男（以下、J 男と記述す
る） 3 歳の時、子どものいない伯父夫婦の養
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子になったことが、生涯大きな心の傷つきと
なった事例である。実母によれば「自分から
行くといった」といい、親戚ということもあっ
て実家と養子先を行ったり来たりしているの
であるから、当初は養子に出したことはそれ
程、問題視されなかったと思われるが、成人
し結婚する時になって問題が噴出してきた。
当時日本における里親、特に養子縁組は、子
どものない夫婦が自分の老後を託す意図が多
く見られた。そのため、養親夫婦は J 男の結
婚に際し、自分等が気に入った嫁でないと将
来困ると考えたのだろう。　　　　　　　　
　
◇ J 男の育ちについて

　　　　　　　　　　 
父 母

長男 次男 三男
（J 男）

3 歳 0 歳

　　　　　　　　　￤
　 　 　 　 　 　 3 歳で養子になる。 
　　　次男は昭和 3 年生まれ、
　　　三男は昭和 6 年生まれである。

　 3 歳という年齢であったことを考えると、
親戚のおじさんから甘い言葉で誘われ、喜ん
で付いていったと思われる。子どもの気持ち
はその時その時に変わるが、子どもは本来、

「自分の親がいい、自分の家がいい」もので
ある。養父は実母の兄で仕事の関係上、島で
生活していた。

注　そうしたこともあってか、
　　 J 男は釣りを趣味にしていた。

◇経歴　　
　高等尋常小学校時は、ガキ大将だった。

注　養子先で習字を習う。当時、習字が習
える家庭は生活にゆとりのある家庭で
あった。

　旧制中学校入学　―　
希望した中学不合格で志望校変更する。

注　弟の三男はその後、旧制一中へ入学
　　J 男として屈辱的な体験となる。　

 
突然、中学 3 年で予科練へ

注　予科練とは海軍飛行予科練習生 のこと。
大日本帝国海軍における飛行兵養成制
度の一つで志願制である。

　これは人生の大きな選択だが現実逃避とも
取れる。予科練の訓練はたいへん厳しいもの
であった。
　その辺の人間としての思いを哲学者の木田
元は、朝日新聞（2012年 4 月 3 日付）の『春
の旅立ち「風の色」』に記述している。「も
うはるか昔の話である。第二次大戦敗戦の
四ヵ月ほど前、つまり1945年 3 月末のことだ。
16歳で旧制中学を卒業した私は、広島・江田
島の海軍兵学校に入学するために、当時暮ら
していた満州国の新京を旅立とうとしてい
た。」「あの戦局では、むしろ軍籍に入る私の
戦死する公算のほうがはるかに高かったのだ
が、それでも自分は安全地帯に逃げ出そうと
しているとどこかで思っていたのだろうか。」

「それにしても、あの時感じたあの後ろめた
さはなんだったのだろう。」
　どうやら旅立ちといったものには、旅立つ
自分は恵まれている、残る人たちに申しわけ
ない、という意識がつきまとうものらしい。
後ろめたさは、そうした意識にともなうぼん
やりした感情ではないだろうか。」と書いて
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いる。
訓練中の J 男のところへ実父と三男は、遠方
であるのに面会に出かけているが、二人の心
中もまた複雑なものだっただろう。

　Ｊ男は終戦後、高等師範学校に入学する。
卒業後の新制中学校に赴任、実父の死後、転
勤し、少しの間、実家で生活する。
　その後、養父母が決めた女性との結婚を嫌
い、養子先と折り合いが悪くなり、養子姓を
実家姓に戻し、高等学校に転職する。
　 J 男と幼児期の特定の養育者との親子関
係は不十分であった。また、成人し許婚との
愛情のない結婚を拒否し自ら選んだ人との、
結婚生活の中でも長い間、安定したとはいえ
ず、子育てに影響を与えることになった。

2 ．第二子の成長と世代間連鎖について
　親が身体や心に問題を抱えており、自分の
ことばかり心配している状態にあると、子ど
もはその親からお前の気持ちなんか重要では
ない。私は自分のことで頭がいっぱいだから
という強いメッセージを受け取る⒁ことにな
る。
　本事例では養親の言動から同様なメッセー
ジをＪ男は受け、特定の養育者との関係が充
足されなかったことが、後々まで影響を与え
たことになる。
　
転居―第一子が育つが落ち着けなかった。

　旧家の離れの借家に住み、時には質屋に
行っていた様子である。

公舎に転居―同僚等の出入りが激しい。
　第二子はよい子で育つ

　経済的には徐々に落ち着いてきたが、人
の出入りが多く生活は落ち着けず、よく独
りで釣りにいった。

子どもと遊ぶことよりも独りになりたかった
のだろうか。第二子は J 男と遊ぶことを欲し
ており、親子のズレが散見された。　
J 男としてはこの時期、父として自分自身
の気持ちの整理と子どもとのかかわりが必要
だったし、また、子どもの育ちにとっても父
とのかかわりが重要な時期であった。
　マズローのヒューマンニーズの階層で考察
すると「所属の愛」を求めていたといえる。
その結果自己実現の段階に達しておらず、親
自身が育ちを過去のものにしていないため世
代間連鎖という課題が生じた。
　 J 男の美食、酒好きという食へのこだわ
りは、戦中、戦後という時代背景と食料事情
があることも想起されるが、生理的欲求・安
全の欲求・所属と愛への欲求という基本的な
欲求と重なる。親自身がそういう中で食への
関心と所属と愛の間で心がゆれている。
　第二子はいわゆる『いい子』で育っている
が実際には、親の意志に従って、大学は家か
ら通学し自分の思いと違う学部に進学し就職
している。
　また、少し早いと思われる時期に第一子と
同じ場所で結婚式をあげた。こうしたことか
らも親に取っては扱いやすい、いい子であっ
ただろう様子が伺える。だが J 男は我が子の
思いに気づけなかった。
　 J 男（父親）の死に際し第二子は「遊ん
でくれなかった」と言っている。これは子が
父親を求めている時期に、J 男は独りで魚釣
りをすることで、自分の心を癒やそうとした。
ここに親子のズレがあった。「子どもは父親
の背中を見て育つ」というが、この事例で J
男は父親として親子のズレを修復できなかっ
た。また、父である J 男に対して第二子は

「もっと出世するのかと思った」と言い、父
は雲の上の存在であったことが想像される。
なぜ二人のズレは埋められなかったのだろう
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か。
　その後、第二子は離婚、離職を経験しアル
コール依存で深酒の後、若くして内蔵疾患で
亡くなった。いい子でいたが、 J 男の死で
目標を失い、やっと追いついたという気持ち
で本音を語れたがすでに父は亡くなったので
ある。ここで第二子自身の内部的崩壊があっ
たかもしれない。こうしたことには J 男の人
生と重なり親子間の連鎖が感じられる。子育
てとは自尊感情を伝えることである。子ども
はもっと親に認めて欲しかったのだろう。こ
れはマズローのいう承認の欲求の充足であ
る。自己実現の欲求に向かうにはその前提の
自尊感情を得ることが必要なのである。
　「親の考えには従わなくてはならない」と
いう無意識のプレッシャーは、子どもが本当
に望んでいることや必要としていることに、
必ず重苦しい陰を投げかける。
　子どもの育ちにとって、親としてしなけれ
ばならないことは「自分がして欲しかったこ
とを子どもにする」ことであり、「して欲し
くなかったことは子どもにしないこと」であ
る。また、親子の思いにズレが生じたならば
親がそのことに早期に気づくことが求められ
る。そして親の方からズレを修復することが
必要となる。

第三章　なぜ、我が子と向き合えなかったか。

　子どもは親を見て育つ、親は自分の育ちを
前述の木田元は『春の旅立ち』とした。木田
のように「そうした経験をした」と過去のも
のにすることが求められる。本事例はなぜ過
去のものにすることが出来なかったか。
　Ｊ男は過去のものにしようと予科練を選択
したのかもしれない。その背景には 3 歳の別
れが遠因としてある。
Ｊ男は早期に親の元から離れた不安感が強く

残ったが、結果『愛・所属』が充足されずに
いたのではないか。そして子が、強く父親を
求めているのに十分な対応ができなかった。
　親を怖がっている子どもは自信が持てず、
依存心が強くなり「親は自分を保護し必要な
ものを与えてくれているのだ」と自分を信じ
込ませる必要性が増す。⒂という状態だった
と思われる。自分が小さく無力で傷つきやす
かった子どものころに“神”のように強大だっ
た親が、実は自分に害を与えていたのだとい
う苦痛に満ちた真実にはなかなか直面するこ
とができない。そういう人間が、自分自身の
人生を取り戻すために踏み出さなくてはなら
ない最初の一歩は、子どもだった時の真実と
はっきり対面するということ⒃である。
　J 男は子どもとしてどこかで養親との対決
が必要だったのだろう。結果的にはここから
抜け出せず、こうしたことをずっと引きずり、
次段階に進めなかったと思われる。
　「子々孫々」我が家からは養子に出さない
といったというが、J 男の生活姿勢が子ども

（第二子）に強く影響を与えた。子どもはい
い子であったが、「父親は遊んでくれなかっ
た」といい、その J 男に「もっと出世するの
かと思った」という。その子どもはまた、親
との対決が出来ていない。
　親は自分の責任を子どもに押しつけている
家庭では、家族のメンバー間の役割の境界線
がぼやけ、ゆがめられ、あるいは逆転してし
まっている⒄。子どもの情緒が発達する決定
的に大切な時期に親がモデルになり得ない
と、その子どものアイデンティティーは常に
安心することのできない混乱の海をさまよっ
てしまう⒅のである。
　父が過去に養子であったことと子育てに、
親子関係の重要さと連鎖の苦しみが見える。
　最近の研究によると「家族」というのは単
に血縁者が集まっただけのものではなく、ひ
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とつの“システム”であることがわかってき
ている。どういうシステムかというと、一人
ひとりのメンバーが複雑に結びつき、それぞ
れがお互いに根本的な、しかし表面的にはよ
くわからない影響を及ぼしあう集まりという
もの⒆である。
　こうした親子関係は東日本大震災の子ども
の心の傷つきと重なるところがある。
　両親を亡くして祖父母と生活し、いい子で
いる小学生の事例がある。
　祖母との関係で、祖母が特定の養育者にな
り甘えられている。祖母は大人と子どもとの

「良好な関係」が生まれるまで待っていたと
いう。祖母のその対応の確かさに驚くのであ
る。また、別の事例では両親と妻と次男を亡
くした父親は、我が子（長男）と二人の生活
になった。父親は子どもに「勉強しろ」とよ
くいうようになった。それは父親自身の不安
の表れであり、子どもは親の前ではいい子で
いるが、学校でしんどさをもらしている。こ
れはまるで父親の面倒をみているようであ
る。
　子ども時代に親子の役割が逆転した人間に
は非常によく見られる現象である⒇。だが、
子どもにとっては、この“家族というシステ
ム”が現実世界のすべてである�。
　この事例では学校の先生が子どもの気持ち
に気づき、そのことを父親に伝えて、父親は

「勉強しろ」ということをいわなくなった。
　パール・バック『つなみ』�にも、子ども
の心が落ち着き、生きたいという意欲が出る
まで待つことの重要さが語られている。　　
　「危険の真っ只中で生きることはな、生き
ることがどんだけいいもんかわかるというも
んじゃ。」「人は死に直面することでたくまし
くなるんじゃ。」「わしら日本人は幸せじゃ。
わしらは危険の中で生きとるから命を大事に
するんじゃ。」という。また、待つことで親

を亡くした子が積極的に生きるようになるこ
とがこの『つなみ』には書かれている。時間
が解決してくれるということがある。もう立
ち直れないだろうと思うような体験をしても
これまで人間は立ち直ってきた。パール・バッ
クはこのことを語っている。人間は待つこと
が出来るのである。
　ソーシャルワークでは、問題行動の背景を
考察するが、「子どもの問題行動」はサイン
と捉えるのである、また、子ども虐待は「実
母による身体的虐待」が多いが、これは母親
が子育て支援を求めているサインと考える。
勿論、子ども虐待は、早期の対応が必要であ
るのは当然である。
　現代社会は私たちが求めてきた豊かな社会
のはずだったが、地域の教育力の低下、こど
もの貧困・弱者の孤立等、種々の問題が指摘
されている。このように人間関係が希薄な社
会では「支援を求めていい」ということが意
識化されていない。孤独死や親の死が子であ
る障害者の死につながっている。それ故、困っ
たことがあれば助けを求めて良いという共助
や共生社会が、現代社会では課題となってく
る。しかし、これは古き良き社会に戻ること
ではなく、新しい共生（ともいき）社会への
希求だろう。障害者自立は支援を得て自立す
ることをいい、高齢者自立とはそこから学ん
だと社会学者の上野千鶴子はいう。人間は生
きていく上で多くの課題に直面するが、そう
した時、自分の思いを周囲に伝え支援を求め
ていくことになる。人間として支援を求めて
いいのだという思いを自分自身持つことが大
切なことである。


